
「いのちをつむぐ」共創プロジェクト
海洋環境教育×ＳＴＥＡＭ教育で藻場再生×県域連携×食のバリアフリー

徳島県立小松島西高等学校

県域を越えた学校間ネットワークの構築

わたしたちは、兵庫県にある兵庫県立姫路商業高校と連携して交流活動に取り組みました。
その一環として、石川県能登半島でのボランティア活動を共同で行い、被災地での支援を通して、
人と助け合うことの大切さや現地の方々の思いに触れることができました。

また、姫路市で姫路商業高校の生徒と協力しながら海洋調査に取り組み、水中ドローンを使用
して海の中の様子を観察しました。その際、藻場の広がりや状態にも注目し、海の環境を守るうえ
で藻場が果たす役割について、学ぶことができました。

これらの活動を通してわたしたちは他校の生徒と意見を交わしながら取り組むことで、
自分たちにはなかった新しい視点や考え方に気づくことができました。
学びの幅が広がるとともに、人とのつながりの大切さを改めて実感する貴重な機会となりました。

食の多様性に対応する包括的な取組海洋環境の現状を学ぶための教育的取組

ディスカバー農山漁村（むら）の宝
中国四国局長賞選定

フィッシュ缶グランプリ2025
全国大会準優勝

シェルリンクシステムでは、牡蠣やウニの殻を素材に3Dプリントした海底基盤で藻の育成を行い、
自然に分解されながら海藻の付着や成長に適していることが確認でき、ミラリーフシステムでは、
光を反射する素材や凹凸によって微生物や藻類の定着が促され、光合成を助ける効果も見られました。
今後は、素材の改良、表面構造の最適化、地域との連携強化が課題です。
持続可能な海の再生に向けて、研究を続けていきます。

ＳＴＥＡＭ教育-３Dプリンター×藻場再生プロジェクト-
私たちが注目したもの、３Dプリンターの可能性

今回私たちが考案したのが、「苗ポット機能付き３Ｄ海底基盤」です。この構造物には、
小さなポケットがたくさんあり、そこに海藻の種苗を入れることで波に流されにくく、
魚に食べられにくくしっかり根を張ることができます。

藻場を食べるブダイやアイゴなどの食害魚が
嫌がる形状（とげのある表面、すべすべした材質、

小さな隙間）などを研究して、
魚にかまれにくい形状設計にしました。

さらに... 魚の習性にも注目

開口部が広いと魚が
隠れるためのスペース
を確保してしまう

制作物

この穴に苗ポットを植える
ことで海藻が人工リーフの
周りに生える構造

海藻を守りながら数年で
溶ける環境にやさしい
人工リーフ

制作物

制作物
強度と安定性が高いため、
水流や波にも比較的強く、
転倒しにくい

上部に向かって丸みが
あることで、
砂の堆積を防ぎやすい

【実験結果と今後の課題】
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この海底基盤には…

① シ ェ ル リ ン ク シ ス テ ム

地域の海岸清掃や牡蠣の殻、ウニの殻などの
廃棄資源

回収・再利用することで・・・

自然に分解され、環境に戻るやさしい素材に

光合成や微生物の付着を助けることで...

海の生態系を下支えする機能も

② ミ ラ リ ー フ シ ス テ ム

構造物の表面には光を反射するミラー素材や
繊細な凹凸を

１.海洋環境に関する学習

海洋プラスチックや生態系への
影響など、海が抱える課題につ
いて学習し、資料や写真を用い
て海洋環境の変化や問題点を
理解しました。

本校では、海洋教育の一環として、海洋環境や水産業への理解を深める学習を実施しました。
体験的・探究的な学びを通して、海の状況や課題を自分事として捉えることを重視しました。
また、地域と連携し、学習内容を小学生に伝える活動も行いました。

２.体験活動を通した学び

自然資源を活用した環境配慮型肥料を今年度
も開発しました。また、海水温の上昇により今年は
養殖海苔の被害も出ており、その原因が黒鯛で
あることがわかりました。
阿波乃黒鯛柚子味噌茶漬けを開発し、海の現状
を知ってもらうための商品開発をしました。

３.水槽を活用した実験

校内の水槽を活用し、海草の
観察や水質管理を行いました。
これにより、生き物に適した
環境を維持する大切さや、
環境の変化が生態系に与える
影響について学びました。

４.学びの共有

学習内容や観察結果をもとに、
地域の小学生に向けた海洋教育
を行い、写真やクイズ、水槽の
紹介を通して分かりやすく伝え
ました。

通常の海水温の水槽
20度前後

温暖化の海水温の水槽
31度以上

大阪・関西万博に

計６回

大会やイベントに参加し私たちの
探究活動を広報しました！

アジア海洋教育フォーラム2025
国際学会に参加

リーフボールの実証実験
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